
＜普通科1年次＞令和６年度入学生

1 2 3 1 2 3 1 2 3
 現代の国語 2 2 2
 言語文化 2 2 2
 論理国語 4 3 3 2 2
 文学国語 4
 国語表現 4 ■3
 古典探究 4 3 3 2  ②
 現代文特講（学） 2 ◎2 □2
 地理総合 2 2 2
 地理探究 3 2
 歴史総合 2 2 2
 日本史探究 3 2  ④
 世界史探究 3
 日本史特講(学) 2 ☆2
 世界史特講(学) 2 ☆2
 公共 2 2 2
 倫理 2 ◎2 □2
 政治・経済 2 △2
 数学Ⅰ 3 3 3
 数学Ⅱ 4 1 3 1 3
 数学Ⅲ 3 3
 数学Ａ 2 2 2
 数学Ｂ 2 ◎2 □2 ◎2    ○2
 数学Ｃ 2 ◎2 □2 1 ①
 数学講座ⅠＡ(学) 3 ■3
 数学講座ⅡＢ(学) 3 ■3 3
数学特講(学) 3
 科学と人間生活 2
 物理基礎 2 2 2
 物理 4 2  ④
 化学基礎 2 2 ○2 2
 化学 4 1 4
 生物基礎 2 2 ☆2 2
 生物 4
 地学基礎 2
 地学 4
 体育 7～8 3 2 2 3 2 2
 保健 2 1 1 1 1
 音楽Ⅰ 2
 美術Ⅰ 2 2 2
 書道Ⅰ 2
 音楽表現(学) 2
 美術表現(学) 2 ◎2 △2
 書表現(学) 2
 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 3 3 3
 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 4 3 3
 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ 4 4 4
 論理・表現Ⅰ 2 2 2
 論理・表現Ⅱ 2 2 2 2 〇2
 論理・表現Ⅲ 2
 英語特講Ａ(学) 2 ◎2 ○2
 英語特講Ｂ(学) 2 ☆2
 家庭基礎 2 2 2
 家庭総合 4
 情報Ⅰ 2 2 2 〇2
 情報Ⅱ 2
 情報処理 2～4 ◎2 □②
 ソフトウェア活用 2～5 ◎2 □2 ◎2
 保育基礎 2～8 ◎2
 保育実践 2～8 ○2
 フードデザイン 2～8 □2
 課題研究(学) 2 ○2
 美濃町学(学) 2 □2
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岐阜県立武義高等学校 全日制課程 単位制

教科 科目
標準

単位数
年次

計

文系 理系
学級数 2 1

普通

小学科・コース・類型等

計
年次

計
年次

教科の備考

国語
16・18
19・21

12

　理系における文学
国語、古典探究の選
択は2年次と3年次で
継続して履修する。
　現代文特講(学)
は、2年次に選択し
た場合、3年次に選
択することができな
い。

公民 2･4･6 2
　倫理は、2年次に
選択した場合、3年
次に選択できない。

地理
歴史

10･12 6

　文系における日本史
探究と世界史探究は、2
年次と3年次で継続して
履修する。
　文系における3年次の
日本史特講(学)または
世界史特講(学)は、2年
次に履修した日本史探
求または世界史探求と
同じ科目を選択するこ
とができる。

理科
6･8
10

17

　理系2年次の化学
は化学基礎が終了し
てから行う。
　理系における物理
と生物の選択は､2年
次と3年次で継続し
て履修する。

数学
9･11
12･13
14･16

17･19

　1年次の数学Ⅱは、数学Ⅰが

終了してから期間履修で行

う。

　3年次の数学講座ⅡＢ(学)の

履修は2年次に数学Ⅱを履修し

ていること。

　理系における数学Cは、2年

次と3年次で継続して履修す

る。

　文系における数学Ｂ、数学

Ｃは、2年次に選択した場合、

3年次に選択することができな

い。

　理系における数学Ｂは、2年

次に選択した場合、3年次に選

択することができない。

芸術 2･4 2

　2、3年次の芸術表
現の履修は、1年次
に履修した科目と同
じであること。2年
次に選択した場合、
3年次に選択するこ
とができない。

保健
体育

9 9

家庭 2 2

外国語
16･18
20

14･16

　英語特講A(学)
は、2年次に選択し
た場合、3年次に選
択することができな
い。

　情報処理は、2年次と
3年次で継続して履修す
る。
　ソフトウェア活用
は、2年次に選択した場
合、3年次に選択するこ
とができない。
 3年次の保育実践は、2
年次に保育実習を履修
した場合に原則選択で
きる。

情報 2 2･4

0･2
4･6
8

0･2
専門
教科

家庭

商業

0･2
4

備　　考 ◎､○､□､■､☆､△からそれぞれ１科目選択 ◎､○からそれぞれ１科目選択

探究(学) 0

総合的な探究の時間
自立活動

履修単位数

特別活動 ホームルーム活動

合　　計

卒業に必要な修得単位数 74単位 74単位 単位


